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クラブ理念

“⼈”
⼈を敬い、⼈を愛し、⼈に尽くす

この⼼を⼤切にし、クラブに関わる全ての⼈に幸せと喜びを運びます。
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クラブの⽬指す姿
• ⼈を惹きつける魅⼒的な⼈間の集合体となります。

• クラブを知る⼈にとって、全てに於いて憧れの存在となります。

• 海外への挑戦を積極的に後押しします。

• クラブ出⾝者が気軽に帰ってこれる場所にします。

• クラブ出⾝者が引退後、指導者として帰ってくる事を奨励します。

• ⼈⽣の原点・選⼿としての原点となる育成をします。
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育成コンセプト（⼼・技・体）
〜⼼〜
フットボールを通じ『主体性』と『７つの⼼』を養う。

〜技〜
中学年代を『個』の育成最終年代と捉え、⽇本⼈が世界を倒すには…に基づいたクラブ独
⾃に定めた50項⽬以上の個⼈戦術を獲得を⽬指す。

〜体〜
成⻑過程の中学年代では、負荷をかけて強く・速くするのではなく、
360度⾃在に動ける・相⼿の⼒を利⽤する・体勢を崩してもプレー出来る、⽵のように打た
れ強く、しなやかな体づくりを⽬指す。 Shizuoka Football Academy



⼼
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『主体性』〜魅⼒の追求〜
〜コロナ×フットボール×⾃由〜
コロナが私達に教えてくれました。
『この先⾃分で切り拓かなければ⽣きていけないよ』『この先指⽰を待っていたら⽣きていけないよ』と。
⾃分で考えて決断し⾏動する。これを『主体性』と⾔います。
フットボールは、野球のようにサインプレーはありません。バレーのように制限はありません。ボールを持った
らパス、ドリブル、シュートを『⾃由』に選びます。主体的にプレーするのです。
現在、とても『⾃由』な時代です。⾏きたい所にすぐ⾜を運べ、情報はすぐ⼿に⼊る、好きな職業を選べ、資格
だって⼿に⼊る。これから先、ますます『⾃由』な時代に突⼊するでしょう。厳しく教える事が難しい時代だか
らこそ、『⾃分で』⾃分を育てる時代とも⾔えます。『⾃由に⾃分で』を責任を持った中で遂⾏していく個が、
これからの時代の『勝者』になるでしょう。そして、それこそが『魅⼒』なのではないでしょうか。
SFAでは、最も『⾃由』なスポーツであるフットボールを教材として、これからの時代を⽣き抜ける魅⼒的な⼈間
を育てていきたいと考えております。
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サッカーは⾃由だ。⼈⽣も⾃由だ。
以下、ロベルト本郷が翼に問いかけた⾔葉。漫画キャプテン翼より。

翼、なぜサッカーはこんなにも楽しいんだろう？世界中で最も愛されているスポーツ サッカー

おれが思うには、それはもっとも⾃由なスポーツだからじゃないだろうか？

グラウンドにたてば監督からのサインなどなにもない。⾃分で考え⾃分でプレーする。

何にも縛られることなく、ほかの１０⼈の仲間達とただひとつのボールをめざし、たたかうスポーツ サッカー

サッカーは⾃由だ。グラウンド中央ボールをもったらどうする？ 翼

なにをしてもいいんだ。

ドリブルしてもパスしてもシュートしても何もしないでとまっていたっていい。

パスだって前にも後ろにもどこにだってＯＫ。それはドリブルだっていっしょだ。

サッカーは⾃由だ。
おれはそんなサッカーが⼤好きだ。だから翼にもサッカーをやりつづけるならばだれよりもサッカーの楽しさを愛してほしい。
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『７つの⼼』〜魅⼒の追求〜
フットボールは、他のスポーツに⽐べて不確定要素が多いスポーツです。性質上、『ミス』が多くなるスポーツ
である事は⾔うまでもありません。しかし、我々は『ミス』こそ、⼼を養う貴重な材料と考えています。

ミスを通じて、相⼿の⽴場に⽴てる、『思いやりの⼼』を養います。
〝 切り替えて次の⾏動に移る、『⽴ち直る⼼』を養います。
〝 リスクを冒す、『挑戦する⼼』を養います。
〝 その重さを知り、『責任感』を養います。
〝 他⼈を受け⼊れられる、『ゆとりある⼼』を養います。
〝 なぜ？を考える、『探求⼼』を養います。
〝 救ってくれた仲間への、『感謝の⼼』を養います。

これらの『⼼』を持ち合わせた⼈間は魅⼒的ではありませんか？？フットボール(ミス)が、魅⼒ある⼈間に引き
⽴ててくれます。我々は、『ミス』をポジティブに捉え、魅⼒ある『⼼』の持ち主を育てたいと考えております。
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Shizuoka Football Academy

チームが敗戦後に盛⼤な拍⼿で称えるサポーター。
これこそが選⼿の『成⻑』を⽣む。
我々もこんな『空気』のチームでありたい。

FCトリプレッタ 2018スペイン遠征より



技
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⽇本⼈ならでは…

よく⽿にする…。
「⽇本⼈はボール扱いは器⽤だが、サッカーは下⼿だ。」この⾔葉にいつも悔しさを覚えます。
ならば、その器⽤さを武器に戦えばいい。⽣かせばいい。そう、思うのです。
育成⼤国スペイン・ドイツを真似しても、W杯を優勝したフランスをコピーしても、⼀向に『世界』
を驚かせません。
SFAは世界の流れに⽬を向けながら、『⽇本⼈が世界を倒すには？』を常に探求しながら、フット
ボールを追求していきます。中学年代が個の育成最終年代と捉え、選⼿として活躍する上で必要な、
我々独⾃に定めた個⼈戦術を獲得する事をベースとし、このクラブから世界を驚かす選⼿を輩出する
ことを⽬指しています。同時に、⽣涯フットボーラーを輩出することも⽬指しています。
⾝体能⼒は年を重ねる毎に錆びますが、技術は錆びません。⽣涯フットボーラーになる事で、いつの
⽇か次世代の⼦供達にも技術の⼤切さを伝えていってほしいという願いがあります。⽇本⼈が世界を
タジタジにするまで…。
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剛より柔を…

フィジカルと⾔えば、何を想像しますか？？⾜が速い、体が強い、体⼒がある。
恐らくほとんどの⼈がこう⾔うでしょう…
まだまだ成⻑過程にある中学年代において、負荷の⾼いフィジカルトレーニングを⾏うと、スポーツ
障害のリスクが⾼くなります。SFAでは以下を『フィジカル』と捉え、リフティング、ドリブルのト
レーニングメニューに組み込みながら、ボールを使いながら『フィジカル』を養っていきます。

・360度『⾃由⾃在』に動けるようにすること。
・コンタクトプレーの際の、相⼿の⼒を利⽤する事。
・体勢を崩しても…蹴る、脚を出せる、すぐ⽴ち直ること。

⼤⽊より、しなやかで打たれ強い⽵を⽬指します。

Shizuoka Football Academy



14

2018 FCトリプレッタスペイン遠征より

vsアスレティック・ビルバオvsスポルティング・ヒホン

これはU-13年代の写真。東京都内の中では、⽐較的サイズが⼤きい代ではあったが、海外に出ると

この差である。⽇本⼈が世界を倒すには、剛より柔をということになってしまう。


